
平成 24年 度事業報告書

(平成 24年 4月 1日 から平成 25年 3月 31日 まで)

学 校 法 人 上 田 学 園



1.法 人の概要

(1)設 置する幼稚園 (平成 25年 3月 31日 現在)

。 高 坂幼稚園

・ 香 久山幼稚園

(2)当 該幼稚園の入園定員、園児数の状況

。 高 坂幼稚園

・ 香 久山幼稚園

年 次 組 定 員 H24・ 5・1現 在 H25・3月 現在

年
　
　
少

ふ じ

1 3 0人

23人 22人

め 23人 23人

23人 23人

ば ら 2 3 人 23人

さ く ら 23人 23人

たんぽぽ 2 4 人 2 4 人

年

中

さ つ き

1 5 5人

34人 33人

た け 33人 33人

ゆ り 34人 33人

ひまわ り 34人 34人

年
　
長

き

155人

34人 33人

す み れ 33人 33人

つ ば き 3 4 人 3 4 人

き く 34人 33人

合  計 440人 409人 404人

年 次 組 定  員 H24・ 5。1現 在 H25・3月 現在

年
　
少

き り ん

6 9人

25人 25人

ぞ 25人 25人

く ま 25人 25人

う さ ぎ 25人 25人

年
中

ば  ら

70人

3 0 人 3 1 人

すみれ 30人 29人

年
長

とr l ,

70人

30人 30人

つ き 30人 30人

ほ し 30人 29人

合  計 209人 2 5 0人 2 4 9人



(3)役 員、教員及び職員の状況 (平成 25年 母月31日 現在)

・ 役員

役員名 定員 現員 任期

理 事 6人 6 人 4 年

監 事 2 人 2 人 4 年

評議員 1 3人 1 3人 4年

・ 教 員

・ 職員

日長 教頭 教議 助教諭 その他 合計

商坂幼稚 園 1人 1 7 人 18人

香久山幼稚園 1 ′ 代 9 人 10人

合  計 2人 26人 28人

事務職員 用務員 運転手 その他 合計

高坂幼稚 園 2人 1 人 3 人

香久山幼稚園 1人 1 人 3 人

合  計 3 人 2 人 6人



2.事 業の概要              ギ

(1)当 該年度の事業の概要                   ヤ

平成 24年 度における当学園を取り巻く状況は、平成 23年 度と同様、少子化

により高坂幼稚園において定員の確保が出来ず、非常に厳しいものとなりました。

このような状況の下、よりよい教育環境の中で、健康であたたかい心豊かな

人間性を培 うことを教育目標として、以下のような点に重点を置き、幼児教育の

充実に努力してまいりました。

・ 健康の増進

・ 明 朗な性格の伸長

・ 感 謝の心の酒養

(2)当 該年度の主な事業の目的 ・計画及び進捗状況
・ 教 育目標を達成するため、高坂幼稚国内に設置するプールにおいて水泳を

中心とした体育指導に重点を置き、高坂幼稚園 ・香久山幼稚園においては、

10月 6日 に運動会を開催しました。

園児の感性をのばすとともに、表現力を養 うことを目的として日頃から製作

している作品を発表するため、高坂幼稚園 ・香久山幼稚園においては11月

17日 に開催しました。また、発表会を高坂幼稚園においては2月 15、

16日 、香久山幼稚園においては2月 16日 に開催しました。
・ 高 坂幼稚園においては環境整備のため、テラスの床張り、からくり時計の修

理を行いました。
・ 香 久山幼稚園においては、人工芝の張り替えを行いました。



3.財 務の概要

(1)最 近 3ヵ年の主な財務指標の推移

(単位 :千円)

平成 22年 度 平成 23年 度 平成 24年 度

<資 金収支計算書>

納 付 金 収 入 1 7 9 , 9 2 4 1 7 9 , 0 6 7 1 8 9 , 3 2 3

補 助 金 収 入 2 0 9・  9 4 3 1 5 2 , 4 7 1 1 6 2 , 1 4 7

事 業 収 入 2 2 ,  5 8 1 6 4 , 1 7 0 8 1 , 6 2 2

その他収入等 3 3 7 ,  1 8 2 3 2 8 ,  6 3 2 2 0 3 , 2 0 1

収入合計 7 4 9 , 6 3 0 7 2 4 ,  3 4 0 6 3 6 , 2 9 3

人 件 費 支 出 2 1 1 , 5 7 4 2 4 7 , 9 9 0 2 4 6 , 2 8 0

経 費 支 出 9 0 , 8 1 7 1 2 3 , 3 5 0 1 1 3 , 5 6 2

資産取得支 出 253, 262 9, 700 1 0 6 , 6 6 3

その他支 出等 193, 977 343, 300 1 6 9 ,  7 8 8

支出合計 7 4 9 , 6 3 0 7 2 4 ,  3 4 0 6 3 6 ,  2 9 3

<消 費収支計算書>

帰 属 収 入 4 5 9 , 3 6 0 4 1 3 , 2 6 3 4 4 6 ,  1 9 1

基本金組入額 △ 11 4 ,  2 2 5 △ 40, 947 △ 66, 459

収入合計 3 4 5 ,  1 3 4 3 7 2 , 3 1 6 3 7 9 ,  7 3 2

減 価 償 却 額 25, 931 2 9 , 7 1 4 28, 849

当年度収支差額 1 5 , 0 3 2 32, 966 1 2 , 7 3 1

<貸 借対照表>

固 定 資 産 1 , 3 1 8 , 1 7 5 1 , 3 2 5 , 0 9 1 1 , 4 0 3 , 6 2 8

流 動 資 産 2 0 3 , 3 9 8 53, 066 6 3 , 8 3 7

資産合計 1 , 5 2 1 , 5 7 4 1 3 7 8 ,  1 5 7 1 , 4 6 7 , 4 6 6

固 定 負 債 2 5 4 ,  6 0 8 2 3 0 , 6 9 6 2 7 1 , 1 0 0

流 動 負 債 1 8 4 , 3 1 4 5 6 ,  8 2 7 5 2 , 0 0 5

基 本 金 1 , 4 7 1 , 8 3 0 1 , 5 1 2 , 7 7 7 1 , 5 7 9 , 2 3 6

次年度繰越収支差額 △ 389, 178 △ 4 2 2 ,  1 4 3 △ 434, 8715

負債及び基本金等合計 1 , 5 1 2 , 5 7 4 1 , 3 7 8 , 1 5 7 1 , 4 6 7 , 4 6 指

(2)当 該年度の財務の状況

<当 該年度の収支の状況>            ,

納付金収入が 189,323千 円、 補 助金収入が162,147千 円、 事 業収入が

81,622千 円、その他収入が203, 201千 円であり、収入合計は636, 293千 円となり

ました  一 方、 支 出面では人件費支出が246, 280千 円、 経 費支出が113, 562千 円、
1 資

産の取得支出が196, 663千 円、その他支出が169, 788千 円となり、合計636, 29

3千円となりました。これにより、次年度繰越支払資金は59, 542千 円となりました

<当 該拝度末の財政状態>

流動資産のうち主なものは、現金預金59, 542千 円であり、固定資産のうち主なものは、土地

687, 975千 円、建物623, 722千 円であります。



<律部募甘,鷺表>                    ャ

固態 産 1,403,628千円は、主に土地 687,975千円、物 623,721千円、般 産63,鶴7千円は、

主に現金預金59,542千円で、資産合計は1,467,466千円でありま抗

固定負債 271,100千円は長期借入金と,圏鞠辞打1当金であり、流動負債 52,005千円とあわせて負

債合計は323,105千円でありますと基本金は1,579,236千円で主に第1号基本金でありますと翌年

度繰越消費支出超過額は434,875千円でありま抗


